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○議長（中西峰雄君）次に、順番２、４番 松

浦君。 

〔４番（松浦健次君）登壇〕 

○４番（松浦健次君）私は、次の４点につい

て質問いたします。 

 第１に、道徳教育実践への基本方針につい

て伺います。 

 第２に、公民館の位置付けと現在の課題に

ついて、当局の認識を伺います。 

 第３に、職員に対する不当要求の実態とそ

の対策について伺います。 

 第４に、子育て支援の多様化について伺い

ます。 

 以下、順を追って質問を進めます。 

 まず第１に、道徳教育実践への基本方針に

ついて伺います。今日の日本では、①国の政

治の無責任さ、幼稚さの目に余る実態、②社

会では凶悪犯罪の頻発、③学校では不登校、

いじめ、学級崩壊、子どもの自殺、教師の心

労からくる長期休暇の増加、④家庭では、夫

の暴力、児童虐待、育児放棄等、深刻で多様

な問題が噴出しております。 

 これらの主たる原因は、戦後の日本が道徳

を軽んじ、学歴偏重、物質主義、利己主義、

拝金主義の道を突き進んできたことにありま

す。 

 そこで、私は６月議会において、人として

生きていく上で必要な基本的価値を身につけ

させる道徳教育を充実させて、橋本市から日

本を建て直そうと提案しました。これに対し

て、市長、教育長から力強いご賛同をいただ

き深く感謝申し上げます。 

 さて、道徳教育の具体化の方策ですが、人

間はともすれば目の前のことに心を奪われが

ちであります。したがって、折に触れて読書

や話、あるいは実践を通して個々の道徳教育

をすることと並行して、柱となる徳目を常に

示して、日常生活の中で頭ではなく自然に体

にしみ込んでいくような方法をとることを提

案いたします。 

 私は、「誠実」と「感謝」の二つこそが、そ

の柱として徳目にふさわしいと考えます。 

 「誠実」を選ぶ理由は、人間は社会的動物

であるが、お互いが接する相手の信頼にこた

えて、真心をもって応対することが、個人の

幸福、社会の幸福、政治経済の安定、国家の

安定につながり、ひいては個人の幸福に循環

するからであります。また、誠実は論語をは

じめ、古今東西の人の道を説いた古典に必ず

示される徳目であるとも言われております。 

 次に、「感謝」を選ぶ理由は、人間は一人で

は生きられない存在であり、多くのおかげを

いただいて生涯を終える宿命にあります。ご

先祖への感謝、親への感謝、恩師・先輩・友

人・その他有縁の人々に対する感謝、社会へ

の感謝、国への感謝、大自然と大自然からも

たらされる物への感謝等、おかげさまと感謝

できる人は、日常生活の人間関係や物事の判

断、選択も適切にする力を備えることができ

ると考えるからであります。 

 誠実と感謝の二つの徳目を柱に、橋本市の

道徳教育を組み立てられてはいかがでしょう

か。 

 第２に、公民館の位置付けと現在の課題に

ついて当局の認識を伺います。 

 ①役割、②組織・任用形態、職員の待遇、

人材確保、③公民館の活動に対する評価の方

法について伺います。 
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 第３に、職員に対する不当要求の実態とそ

の対策について伺います。 

〔教育長（松田良夫君）登壇〕 

○教育長（松田良夫君）道徳教育のご質問に

ついてお答えします。  まず、「不当要求」とは何かが問題となりま

すが、一般論として、一応「橋本市の適法な

業務の執行を害する要求」であると定義しま

す。具体的には、内容に関する不当な要求と、

要求の手段が社会通念上相当性を欠く場合が

あると考えられます。 

 道徳教育は、昭和33年の学習指導要領改訂

において教育課程に位置付けられ、学校の教

育活動全般を通じて行うことや、道徳的実践

力の向上を図ることが明記されました。それ

以来５回の改訂を重ねる中でも、議員ご指摘

にあるように、生命尊重の心や自尊感情が乏

しいこと、基本的な生活習慣の確立が不十分

なこと、規範意識の低下、人間関係を築く力

や集団活動を通した社会性の育成が不十分な

ことなどの指摘がなされており、これらの課

題を解決するためにも、豊かな体験を通して

内面に根差した道徳性の育成が図られる道徳

教育の実践が、繰り返し強調されてきている

ところです。 

 私は、市当局に職員が安心して適法に職務

を遂行できる環境を保障する義務があると考

えます。現在の実態はどうですか。職員を守

る制度がありますか。あるとして、その制度

が有効に機能しているか否かを伺います。 

 最後に、子育て支援について伺います。 

 現在、老人について実施されている「ふれ

あいサロン」のようなものを、子育ての場面

にも実施できないかを伺います。子育て支援

については、橋本市も親子サークルに対する

補助や、民生児童委員を中心とする活動「そ

れいけ！わんパーク」、高野口こども園での子

育て支援センターの設置等の施策がなされて

おりますが、これらの施策に浴しない親子も

少なくありません。 

 このことを踏まえ、橋本市教育委員会では、

「橋本市の教育」の中で、道徳教育について

次の４点を重点施策として取り組んでいます。 

 １点目は、道徳教育の指導の重点や特色を

明確にすること。２点目は、保護者や地域の

方々との連携を図り、ボランティア活動や自

然体験活動などの道徳性の育成に資する豊か

な体験を進めること。３点目は、身につける

べき基本的生活習慣や社会性、集団生活のル

ール、善悪の判断等について家庭との連携を

重視すること。４点目は、家庭で「人として

の生き方」について話し合うよう機会をとら

えて啓発すること、です。 

 例えば、地域に根をおろした面倒見の良い

人の人格、人間性を慕って少なからず親子が

集まって元気を回復したり、悩み事を打ち明

けて相談に乗ってもらう場所が自然発生的に

できたような場合には、公の支援があるべき

だと考えます。適切な要件を具備することを

前提として、前向きに検討をお願いしたいの

ですが、いかがでしょうか。また、このよう

な集まりが自然発生的に出てくるような雰囲

気づくりも大切だと思いますが、いかがです

か。 

 これらの取り組みは、あらゆる教育活動の

中から体験を通じて児童生徒が感じることで

とどめおくだけではなく、道徳の時間の授業

において計画的に指導されることによって、

児童生徒の道徳性が高められる取り組みにな

ると考えています。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君の一般質

問に対する答弁を求めます。  次に、内容項目（いわゆる徳目）について

ですが、学習指導要領においては、児童生徒 教育長。 
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の道徳的心情の発達、道徳的価値を認識でき

る能力の程度や社会認識の広がり、発達の段

階などが考慮され、小学校１・２年生では16

項目、３・４年生では18項目、５・６年生で

は22項目、中学校では24項目が設定されてい

ます。すべての内容項目について適切に指導

しなければならないとされていますが、重点

的な扱いを工夫してこそ、その効果を高める

ことができます。各学校においても、道徳教

育の全体計画を作成し、児童生徒の実態とめ

ざす子ども像から、各学年等において重点項

目を設置し取り組んでいます。 

 また、ご提案いただいています「誠実」と

「感謝」は内容項目にも明示されており、小

学校１・２年生から中学校まで一貫する内容

項目となっていることから、重要であると認

識しています。 

 今後、道徳教育推進教師の研修会等におい

て、各学校の児童生徒の実態や重点内容項目

の設定、実践状況の情報交換、伝達講習会等

を行うことにより、教職員の資質向上や各学

校の取り組みの充実を図ったり、幼稚園と小

学校、小学校と中学校が中学校区で連携した

取り組みについて協議したりするなどを計画

しています。 

 道徳教育は、学校教育の中でも人格形成の

基本にかかわることであります。今後も各学

校における道徳教育の取り組みが、教育活動

全体を通じて充実が図られるよう指導に努め

てまいりたいと考えていますので、ご支援並

びにご理解をお願いいたします。 

 続きまして、公民館のご質問にお答えいた

します。 

 まず、公民館の役割でございますが、社会

教育法第20条において、「公民館は、市町村そ

の他一定区域内の住民のために、実際生活に

即する教育、学術及び文化に関する各種の事

業を行い、もって住民の教養の向上、健康の

増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、

社会福祉の増進に寄与することを目的とす

る。」と規定されています。また、地域住民等

に対する学習機会や家庭教育に関する情報提

供に努める必要もあります。 

 これからの公民館が果たすべき役割や運営

のあり方が昨今問われておりますが、人づく

り、まちづくりの拠点としての役割と、地域

の安心・安全の居場所としての機能が求めら

れているのではないかと認識しております。 

 社会教育や生涯学習の振興と充実を図るこ

ととあわせて、地域住民の学びや地域活動の

場として、また出会いや交流の場として、活

気ある地域社会の実現に取り組むことが公民

館の役割だと考えています。 

 次に、組織・任用形態でございますが、今

年４月から８地区公民館に専任館長を配置い

たしました。 

 高野口地区公民館以外の７地区公民館は、

嘱託館長、嘱託主事、臨時職員の３名を配置

しております。 

 高野口地区公民館は、嘱託館長、嘱託主事、

臨時職員の３名に加え、館長補佐で福祉相談

業務を兼務する正職員が１名、公民館事務担

当の正職員が１名、公民館事務と福祉相談業

務を兼務する嘱託職員１名の合計６名の体制

となっております。 

 また、中央公民館には館長と館長補佐が正

職員で２名、嘱託主事が２名の計４名を配置

しています。 

 これらの嘱託職員、臨時職員の任用につき

ましては、採用は賃金・労働条件を明示した

上で、原則公募により実施しており、その賃

金・労働条件については、嘱託職員について

は「橋本市嘱託職員の雇用に関する規程」を、

臨時職員については「橋本市臨時職員の雇用

に関する要綱」により定めております。また、

嘱託職員と臨時職員の採用区分については、
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採用しようとする職務の専門性や職責により

決定しております。 

 人材確保策の一つとして、賃金を経験年数

や実績に加味したものとすべきではとのおた

だしもございますが、それぞれの雇用に関す

る規定が地方公務員法を根拠法としているこ

とから、任用期間を１年ないし半年と定めて

おり、このため昇給制度といったものは想定

しておりません。 

 最後に、各公民館の事業内容の評価につい

ては基準等がなく、実施できていないのが現

状でありますが、今後の公民館活動を考える

上で、この評価が大変重要であると考えます

ので、月１回開催している定例の館長会議を

有効に活用し、事業計画や事業報告を行うだ

けでなく、事業の検証を行うことで各館の取

り組みを評価できるよう、会議方法や内容等

を検討してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

〔企画部長（吉田長司君）登壇〕 

○企画部長（吉田長司君）不当要求のご質問

にお答えします。 

 議員ご質問の点につきましては、不特定多

数の住民に対する公共サービス機関である市

役所業務の中では、当然、さまざまな市民要

求等を受けますので、職員が個人的に、議員

ご指摘のような不安等を感じる場面があるか

と思いますが、幸い議員が定義されたところ

の不当要求、あるいは暴力団等の暴力行為が

発生している状況ではありません。 

 しかしながら、窓口等で一部興奮した来庁

者が、他の市民から見れば威圧的に思えるほ

ど大声を発し、カウンターをたたいたり、一

連の説明を受けたにもかかわらず自己の主張

を繰り返し主張し、長時間にわたり居座る等

の迷惑行為がないわけではありません。 

 そういう場合は、担当の職員１人で対応す

ることなく、所属長以下組織的な対応をする

よう心がけているところですが、今後なお一

層、部課長等が適切な指揮を執行できるよう、

指導研修を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 また、現在、市民安全課に和歌山県警察本

部より１名の警察職員の派遣をいただいてお

ります。この派遣についての主たる目的はほ

かにありますが、庁内での不当な暴力行為や、

威圧的な要求の防止にも活躍をいただいてい

るところです。これまでも必要に応じて、県

警当局と緊密な連携をとりながら対応してま

いりましたが、今後ともご支援を得ながら、

適切な執務環境の維持に努めてまいりたいと

考えますので、ご理解いただきますようお願

い申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（上田敬二君）登壇〕 

○健康福祉部長（上田敬二君）次に、子育て

支援についてお答えいたします。 

 老人について実施されている「ふれあいサ

ロン」のようなものを子育ての場面でも実施

できないかとのおただしですが、本市では子

ども同士、また子どもと親が触れ合うことの

できる場として、親子教室、子育て支援セン

ター、のびのび教室、子育てサロン、「それい

け！わんパーク」、児童館の幼児教室、保育

園・幼稚園の園庭開放等、さまざまな形で子

育て支援を行っております。 

 しかし、これらは日時等の制約があり、い

つでも行きたいときに行けるというものでは

ございません。そういう意味で、議員ご提案

のふれあいサロン形式の子育て支援は、日時

の制約なく行きたいときにぶらっと訪れ、帰

りたいときに帰れる自由な、斬新な案と感じ

ております。 

 公的にこの形式を実施するには、一日中だ

れかが対応する必要がございますので、場所
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の問題、人の問題が発生し、早急な実施は困

難と考えます。 

 ただ、この形式の子育て支援に取り組んで

おられるところがあると聞き及んでおります

ので、開設者の意向も確認した上で、市の情

報誌等さまざまな情報網を通じご紹介する形

でのご支援、この形式の子育て支援の拡大を

図ってまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君、再質問

ありますか。 

 ４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）非常にご理解のあるご

答弁、たくさんいただきましてありがとうご

ざいます。 

 まず、１回目、道徳教育の実践と、この点

から再質問させていただきます。 

 なかなか教育長がお答えになったことは、

内容的にすばらしいと思います。問題は、そ

の中身がこれからどれだけ充実していくかと

いうことが大事だと思うんです。と申します

のは、昭和33年から道徳教育というのをやろ

うということで国の方針と出したけれども、

それから何回も改正が行われているにしても、

日教組という団体が道徳教育反対と。これは

戦前に戻ることだとか、軍国主義復活になる

とか、こういうたわけたことを言うて今まで

妨害してきて、極めて妨害されるほうも消極

的で、実質的な事実等が上がってこなかった

と。私はそういうふうに認識しておりますが、

いかがでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）議員おただしのとお

り、昭和33年度、道徳教育が教育課程として

新たに取り入れられてございます。さらにさ

かのぼってみますと、昭和20年、終戦を迎え

てございます。それまで道徳教育の役割を果

たしてきたのが、教育勅語に代表される修身

でございます。これは敗戦と同時に廃止され

てございます。 

 昭和20年から13年間、道徳教育はどうなっ

たんだろうかということなんですけれども、

その当時の考え方として、社会科で道徳教育

はできないだろうかという考え方があったよ

うです。今も社会科のねらいに、公民的資質

を養うという文言がございます。公民として

日本社会にどれだけ、あるいは世界にどれだ

け貢献できるのか、そういう能力を社会化で

培うという発想があって、道徳教育はしばら

く表ざたにならなかったという経緯があった

ようです。 

 ただし、子どもたちは毎日学校に来て、毎

日生活しております。その中で、さまざまな

問題が起こってきます。生活指導、こんなこ

としたらあかんやろう、こういうこと大事や

ろうという、生活の中から子どもたちを生活

指導していく中で道徳教育の役割を果たして

きたという期間があったんです。その中で課

題になったのが、要するに網羅できない。大

事なこと、例えば、今ご提案いただきました

誠実であるとか、感謝であるとか、自然への

畏敬の念であるとか、そんなさまざまな文言

が生活指導だけではカバーできない。そうい

う中で、本当に大事な生活を通じて、それで

もなお大事な道徳を、いわゆる補充・深化・

統合できるような道徳の時間が必要だといこ

とで、道徳の時間というのが設置されたのが

昭和33年です。 

 その当時、いわゆる修身の復活であるとい

うことで、相当大きな反対があったようです。

昭和33年の９月から年間35時間道徳の時間を

実施しなさいという、文部省のいわゆる学習

指導要領の規定があったにもかかわらず、道

徳が実践されなかったという経緯もあったよ

うです。 

 ところが、最近子どもたちの状況であると

－15－ 



か、あるいは学習に取り組む姿であるとか、

子どもたち同士の関係であるとか、そんなも

のを見たときに、道徳教育が極めて重要であ

るという認識が教育界の中で広く広がってご

ざいます。組合あるいは非組合にかかわらず、

道徳教育を非常に大事にした取り組みが広が

りつつあります。文部省も週35時間きっちり

実施されているかどうか、そういう調査も随

分なされました。一時期、35時間できていな

かった学校がたくさんあったようです。その

辺の指導もしっかり行き渡るようになって、

週35時間の道徳の時間の確保、それから学校

教育活動全体を通じて、道徳をどう展開して

いくか、そのあたりがかなり学校でも論議さ

れておりますので、さらに私どもとしては強

化できるよう、重点項目の設置とかかわって、

すべての項目が子どもたちの学校生活、生活

の中でカバーできるようなみとり、そして、

それらを道徳の時間で補充・深化・統合して

いくような道徳の時間のあり方、そんなもの

をこれから具体的に学校の中で授業として、

指導として、そして子どもたちの姿として具

現できるように、私どもとしては指導してい

きたいと思ってございます。 

（午前10時36分 休憩） 

                     

（午前10時37分 再開） 

○議長（中西峰雄君）再開いたします。 

 ４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）ありがとうございます。 

 大変道徳教育にご理解のあるご答弁で、頼

もしく思っております。 

 私がそういうことを特に思ったのは、道徳

教育というのは、やっぱり今の世の中を見た

らむちゃくちゃやと。例えば、総理大臣でも、

普天間の話でも結局、県外と言ってて、それ

で県内と。それで平然としていると。きょう

はＡと言って明日はＢと言って何とも思って

いない。また、自分らが金の問題、いろんな

問題の責任をとってやめるというてやめても、

またすぐ出てこようとしている。こういうで

たらめなことが何で起こってきたんだろうと。 

 誠実というのは、人の信頼に対して自分が

裏切らないでお互いにやっていこうという、

こういう話なんですけれども、一国の総理大

臣がこういうていたらくで、原因は何かと言

えば、やっぱりあの人は、橋本市の教育委員

会がよく言っております確かな教育、学力と。

あの人は東大を出て、アメリカの名門大学を

出たので、確かな学力は確かにあったと思う

んですけども、基本的にお互い信頼して守っ

ていこうと、平然と人をだましておるような

人が総理大臣につくような世の中というのは、

これはやっぱりその場その場でモグラたたき

何ぼしてもあかんと。やっぱり教育の場で、

小さいときからまっとうな人間を育て上げる、

こういうことをしなければ日本の国はよくな

らないし、また、世界もうまくいかないと。

そういう信念から申し上げているところでご

ざいますので、ぜひとも全身全霊をこの面に

も打ち込まれて、頑張っていただきたいと思

います。 

 その入り口としては校長会とか、あるいは

教育委員会、それと道徳教育指導教員、そん

な会等々を活用しながら、また、地域の方、

家庭の方を巻き込んだ道徳教育をさらに進め

ていきたい。それがひいては子どもたちの未

来につながるものと考えておりますので、ご

支援、ご協力をお願いできたらと思ってござ

います。 

 以上です。 

○４番（松浦健次君）ありがとうございます。 

○議長（中西峰雄君）松浦議員、挙手願いま

す。 

○４番（松浦健次君）ごめんなさい。 

○議長（中西峰雄君）暫時休憩いたします。 
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 市長、よろしくお願いします。前回の議会

でも非常にご賛同をいただきまして心強く思

っておりますので、教育委員会に対して全面

的なバックアップをよろしくお願いします。 

 それで、まだ同じことなんですけども、子

どもたちだけを学校で道徳教育をするだけで

は足りないと。いろんな社会の状況、家庭の

状況がありますので、幼稚園・保育園、ある

いはその保護者、また公民館活動を通じて、

一般社会においても道徳教育の重要性という

ことを強調して、具体的な施策をまた考えて

打ち出していただけたらと思いますけども、

教育長、いかがですか。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）10月には文部科学省

の研修を、道徳教育講座を受けてきた者がご

ざいますので、その人の伝達講習を各学校の

道徳教育推進教員に集まってもらって、そん

な伝達講習をしたいと思いますし、先ほど答

弁の中でお答えさせていただきましたように、

各学校の子どもたちの状況、そして道徳的課

題、それに対応した重点項目の取り上げ方、

あるいは具体的な指導のあり方、そんなもの

を情報交換しながら、各学校の道徳教育の充

実に資するような研修会を重ねていきたいと

思ってございます。 

 ほかにも、私どもが主体性を持って計画し

たものではないんですけれども、本年度２月

に、市内の小学校で県内の道徳教育研究会を

開催する予定で計画を進めてございます。そ

の会にもたくさんの先生方にご参加いただい

て、道徳教育を語り合う、そういう場にして

いただきたいと思っております。そういう機

会、適宜、的確に重ねながら道徳教育の充実

に努めてまいりたいというふうに考えてござ

います。こういった研修会にも、ぜひご支援、

ご協力いただけたら大変ありがたいと思って

ございますので、どうかよろしくお願い申し

上げます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）ありがとうございまし

た。 

 では、次に進ませていただきます。 

 公民館の位置付けということでご答弁あり

ましたが、私も全く社会教育法第25条の精神

が生かされるべきだと思っております。組

織・任用形態、職員の待遇等を伺いまして、

例えば、私としては重要な、これから公民館

というのは市役所の最前線に立って住民と一

番接する機会の多いところなので、そこで公

民館活動が趣旨にのっとって実現されていく

ならば、橋本市の市民の生活というのは広が

りとか色どり、深さ、潤いを与えて、極めて

人の幸せに資する機関だと思っております。 

 そこで、そのためにはだれが館長に、だれ

が職員になるかによって、その仕事ぶりとい

うのは全然違うと思いますけども、その情熱

と能力がある人に、また仕事の内容に応じて

これに報いるということが私は必要だと思い

ます。確かに、募集するときにはこれこれの

条件でこうだと、それだけでやってくれたら

いいじゃないかという経済本位の考えもあり

ますけれども、人材をそれ相応に遇すること

によって、またいい仕事をしてもらえると。

こういう側面もあると思います。 

 例えば、公民館で仕事をする人が、これで

は将来自分の生活が成り立たないという条件

であれば、片一方は公民館活動に精を出して、

もう片方の足を自分の就職探しにエネルギー

を割くと。こういうような状態では、なかな

か情熱を注いで、これからますます重要にな

ってくる公民館活動を担っていくことは難し

いんじゃないかと思うんですけども、ただ、

今、教育長が言われたように、その勤務条件

としては地方公務員法にあるというようなこ
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となんですけれども、例えば、スポーツ振興

公社かな、合併のときに特別な職務だという

ことで、嘱託職員に30万円の給与を差し上げ

たん違うんですかね。そういう弾力的に運用

して、やっぱり経験と実績、それから年々地

域の方々との理解が深まって、また地域を知

り、地域からも知ってもらうと。こういう実

績の積み上げのある人には、それなりの待遇

をしていくのも大事じゃないかと思うんです

けれども、これは教育委員会というよりも市

長部局に、このような視点からの検討という

のをお願いできないかということを伺います。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）それと、説明が不

十分でございますけれども、公務員法におけ

ます臨時・嘱託職員の身分の関係もございま

す。そういうことで、基本的には短期雇用の

継続ということになってございますので、そ

ういうことを考えていくということが全国的

にもあまりないようなことでございます。と

いうことで、評価をどういうふうに考えてい

くかということにつきましては、公務員法の

改正の考え方も含めまして、人事院勧告なん

かにもございますけども、そんなものも含め

た中で将来検討していくべき課題かというふ

うに考えてございます。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）正職員につきまし

ても、一つの給与の数値というか表がござい

ます。そういうことで、臨時・嘱託職員につ

きましても一定の数値を決めまして採用して

ございますので、そこに差をつけていくとい

うことになりましたら、評価というのが大事

かということになってこようかと思います。

ということで、評価の仕方、臨時・嘱託職員

までそういうことはまだ考えてございません

ので、同じような採用をされたら同じような

給料というような形でしておるわけでござい

ます。そういうことで、非常に概念的にはわ

かるわけでございますけれども、それをどう

いうふうに差をつけていくかということにな

りましたら、非常に難しい問題がございます

ので、今のところ、そういうのは考えていく

べきと思いますけども、現在はそういうこと

はしてございませんので、将来に向かっての

課題かというふうに考えてございます。その

程度しか言えないような状態でございます。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）法律も大事ですし、し

かし、自分たちが具体的に妥当な、これは結

果を、結論を導かなだめだというふうに、も

しお考えになったら、その範囲ではやはり考

えていくべきではないかと思います。 

 例えば、正職員であればエスカレーターに

乗った感じで、定年まで頑張っても頑張らな

くてもいけると。こういう実態がありますよ

ね。それで嘱託・臨時職員であっても正職員

の何倍も仕事をしておる人もおるんですわ。

しかし、この人たちは何ぼ頑張っても、だら

けておる正職員よりも圧倒的に不利益な立場

で仕事せないかん。これは具体的には僕は妥

当じゃないと。具体的な妥当な結果を、頑張

る人には頑張るだけの報い、頑張らない人に

は頑張らないだけの報いと、こういう評価を

してこそはじめて組織として活性化していく

ので、その辺のところを、法的な裁量の範囲

内で改善していっていただきたいと思うんで

すけれども、私の言うことはおかしいでしょ

うか。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）そしたら再度伺います

が、一応このままじゃよくないなというよう

なお考えが、頭の隅にでもあると考えてよろ

しいですか。 

 市長、いかがですか。 

○議長（中西峰雄君）市長。 
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〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）４番、松浦議員の再質

問でございますが、完結型という、なかなか

これは私も経験今日あるわけですが、難しい

面が確かにあると思うんです。しかし、それ

ぞれ仕事を通じての代償というか、これはや

はり言葉の口先だけではなかなか済まないと

思うんです。やはり、ある程度そういう代償

を、やはりお金でということ。そうなってま

いりますと、これはもう政治的な判断で、そ

の人の重要度、そこをとらえた中で今日まで

私は進めてきたわけでございます。それ以上

はちょっと申し上げにくいと思いますので、

ご容赦をいただきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）大事なことは、人が変

わってもそれが続いていくと。こういうこと

が大事ですので、市長がだれになったからこ

うなったというんじゃなくて、やっぱり制度

として橋本市の組織としての活力を引き出し

て、活用して市民に奉仕するためには、制度

としてこれはこうやと言ってもらわんと、市

長が変わったからそれはもうあかんで、あか

んあかん、と言われたら何にもなりませんの

で、もし、必要なことだと市長がお考えにな

りましたら、制度としてもいっぺん考えてみ

るということで理解させていただいてよろし

いでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）臨時・嘱託職員に

評価を反映するという考え方でございますけ

れども、これはあくまでも短期雇用というこ

とでございますので、評価をして継続的に長

期雇用するという考え方に立ってないのが、

地方公務員法の中での臨時・嘱託職員の立場

でございます。ということで、その職員の賃

金を、全体としてバランスよく見直していく

という考え方はできるわけでございますけど

も、１年の、前年度の評価を踏まえて次の年

度も雇用するという前提のもとに変えていく

という考え方は、あまりなじまないというこ

とになってございます。 

 ということで、現在、ちょっと言いました

けども人事院勧告のほうでも、臨時・嘱託職

員の身分なり職務内容について見直すという

ような動きがしなさいということもあります

し、国のほうでも国家公務員法、地方公務員

法の改正の中で、そういう臨時・嘱託職員の

立場をどう考えていくかという検討をしてご

ざいます。 

 ということの中で、私どもとしましても、

正職員と臨時・嘱託職員の給料がかなり差異

があるということがございますし、仕事の内

容に比べて差異があるということがございま

すので、その辺の是正というのは必要かとい

うふうに考えてございますけれども、今の状

態で雇用する限りは、前年度を評価して次年

度に生かしていくという考え方そのものがな

じまないということだけご説明したいと思い

ます。それで、正職員それから嘱託職員間、

臨時職員間での給料のバランスというのは、

今後検討していかなければいけない問題かと

いうふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）お考えはわかりますけ

れども、現実的には、やっぱり力をつけて１

年間やって、さあ２年か３年やって、どんど

ん仕事ができるという人が１年でやめていた

だくと。こういうこと自体、せっかくの人材

というか能力を橋本市が生かさないで、また

１掛けから白紙の状態でだれかが来てやって

いくと。それでいい職域もあると思うんです

けども、特に公民館なんかはそうじゃなくて、

積み重ねというか、これがやっぱり大きな力

なので、現実に１年でやめてというんじゃな
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くて、いい人にはやっぱり残っていただいて

いるという、またこれからもそうするという

市の方針と伺っておりますので、その辺は加

味して、一応ご検討いただきたいと思います。

これは要望です。よろしくお願いします。 

 次に、職員に対する不当要求の問題ですけ

れども、今のところ大きな問題が生じていな

いというお話です。それはそれで結構なんで

すけれども、こういうのはすべて外に出てく

るものだけではないと私は思っています。最

近でも、１時頃まで自分の要求を聞けとかね

ばられた、家まで押しかけてきたとか、そう

いう話も聞いているんですよ。それ以外にも、

私が聞いているだけで実態としてはいろいろ

あるかもわかりません。 

 そのときに何が大事かと言えば、攻撃の的

となっている人が、やっぱり周りの人から、

気がついたらすぐに助けると、一緒にやると

かね。気がつかなくても、その人が抱え込ん

でしまわないように上司にきっちり報告して、

相談して、その上司の判断でできなかったら、

また複数で検討して対応する。こういうこと

が必要だと思うんです。そのときに、これを

言うたら、この上司は私を守ってくれるやろ

うか、言うたらまた自分が余計しんどいん違

うかな、適当にうっちゃられたらたまらんな、

こういう思いを職員が持たないように、やっ

ぱり常日頃から上司と部下との信頼関係とい

うか、これを築いていくことが最も有効な対

処方法だと私は思うんですけどね。 

 私、議員にならしてもらってからもう８年

目なんですけども、当時は、幹事だけですよ、

幹事だけですけど、職員間のつながりが強か

った。今は何となしに職員間が、お互いきず

なが緩くなってというか、ないというか、孤

立しているような雰囲気が全体として感じる

んですけども、そういう原因は何でしょうか

ね。そんな事実はありませんか。理事、長い

こと職場でおられるので、その移り変わりと

いうのをつぶさに見ておられると思うんです

けども、その辺の変化というのはありません

か。 

○議長（中西峰雄君）理事。 

○理事（塚本 基君）不当要求につきまして

は、私も平成５年のときにいろいろ経験して

あります。初めて都計の課長をさせていただ

いたときにいろいろありまして、それは上司

を頼るというか、その上司にもよったわけや

ろうと思うんですけど、自分で上の人に言う

てもあかんなと思うときは、もう言わんとい

うふうな形をとったですわ。 

 せやから、現実、そういうふうに上の人が

下の者を見て、下の者に対して、どない言う

んですか、一緒になって考えたろという気持

ちがあればうまくいくんです。ですけども、

現実、なかなかそういうふうな状況ではない。

その当時です。今はもうちょっとようわかり

ませんけども、その当時、そういうふうな状

況でした。ですから、同じような状況が起き

たときに、自分が上におったときは、全部で

対応したれというふうな方向で言ったことも

あります。 

 そやから、その人の資質というか、その人

の考え方にもよるかと思いますけども、私も

サザエさん症候群になったことがありまして、

日曜日の夜になったらもう次の日役所へ行く

のが嫌やなというときはありました。ときも

ありましたですけど、だんだんずるくなって

きて、経験も豊かになってきますと、それほ

ど思わんでもこなせるような状況になるんか

なというのはありますけども、それは人それ

ぞれ個人差がありますので、一番何が大事か

というのは、やはり上の人が下の者を見て、

一緒になって取り組んでいくというのが一番

大事かなというふうに思います。 

 不当要求に対する条例も本市ではつくって
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ありますので、それにのっとった形で、もう

ちょっと充実した中身を現実味のあるような

方向でもっていけたらなというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）ありがとうございまし

た。そのようにぜひとも内容のある形にして

いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 次に、４番の子育て支援について伺います。

これは健康福祉部長の答弁、私はそのもので

大変ありがたいと思います。具体的妥当性と

いうことを考えながら、きめ細かに施策をよ

ろしくお願いします。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、４番 松

浦君の一般質問は終わりました。 

 この際、11時15分まで休憩いたします。 

（午前11時２分 休憩） 
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